
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

『マイスターもの作り教室』 

 板金を使ったネームプレート・小物づくり 

 講師は、北海道板金工業組合 

 厚労省の若年技能者人材育成支援等事業 

（ものづくりマイスター制度）を活用 

※ ものづくりに関して優れた技能・経験を有する方を「もの

づくりマイスター」に認定・登録し、中小企業や学校など

で若年技能者へ実践的な実技指導を行い、効果的な技能の

継承や後継者の育成を行う事業。 

 講師謝金及び参加者から材料費の徴収なし 

 総経費 10,000円 

≪内訳≫ 

 コーディネーター謝金（２名分） 6,000円 

 講師謝金 0円 

 消耗品費(軍手、印刷費など) 4,000円 

 合計 10,000円 
 

企業連携タイプ 

東札幌小学校サタデースクール運営協議会／東札幌小学校 

 基本情報（H29） ✍ 

 １４名で構成 

 年８回のプログラムを実施予定 

 運営協議会を年２回開催 

４月：年間計画、役割分担 

２月：１年間の事業の総括 

 体 制 図 ✍ 

 

・青少年育成委員 

・学校評議員 

・町内会役員 

・町内会連合会青少年部 

・PTA関係者 

・まちづくりセンター 

・まちづくり協議会 

地 域(８名) 

学 校(４名) 

・校長 ・教職員 

・教頭 

・青少年育成委員会 会長 

・PTA会長 

コーディネーター(２名) 

連 携 

まちづくりセンターとの連携により、

町内会・連合町内会などとの関わりが深

くなった。それにより、新たなプログラ

ムの実施につながり、活動の幅が広がっ

ている。 

Point！ 

東札幌サタデースクール運営協議会 

代表者：学校評議員 



 

 

 コーディネーター 協議会メンバー 教職員 

４
か
月
前 

・プログラム企画 ・プログラムの詳細検討 ・実施日時の調整 

・関係機関との連絡、調整 ・ボランティアの確保 ・関係機関との連絡、調整 

   

４
週
間
前 

・講師との連絡調整 ・ボランティアとの連絡調整 ・参加児童とりまとめ 

・児童への案内作成 ・参加者アンケート作成 ・図案集約、講師との連絡 

   

前
日 

・当日の運営分担確認、調整 ・ボランティアとの確認 ・講師と準備 

・関係機関との連絡 ・使用物品確認、会場設営補助 ・使用物品確認、会場設営 

   

当
日 

・講師案内、受付 ・司会進行、受付 ・受付補助 

・参加者補助 ・講師、参加者補助 ・記録写真撮影 

  ・片付け 

実
施
後 

・講師礼状作成、送付 ・参加者アンケート集約 ・実施報告書送付 

・参加者アンケート分析 ・実施報告書作成  

・関係機関と連絡   

   

   

   

   

 

～実施日当日までの流れ～ 

効果 

○ 「本物から学ぶ」企画を好評につき、２年連続実施。 

○ 北海道職業能力開発協会の仲介により、北海道板金工業組合の方々を派遣していただいた。 

○ ３・４年生は保護者と一緒に、５・６年生は児童が自分の力でものづくりを行った。 

○ 児童にとっては昨年度も講師に来てくださった方々の指導で、わかりやすく、親しみやすい状

況でものづくり教室を行うことができて好評だった。 

○ 具体的な指導でわかりやすく、丁寧な図説と具体的な建築物の写真を通して技能士や技能検定

に興味をもつ児童もいた。 

○ 保護者も、昨年度の活動を覚えていてくれて運営等も手伝ってくださり、スムーズに進めるこ

とができた。 

○ 同じ体験活動だけではなく、タイルアート、板金など多様な体験活動を紹介してくれる職能協

会との連携を今後も続けていく。 

北海道職業能力開発協会を仲介して「ものづく

りマイスター」による体験活動を実施。職人との

連携を協会がサポートしてくれる。 

Point！ 


